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アフリカ研修員の学校訪問 

 アムコン株式会社（横浜市港北区）は、ＪＩＣＡ事業として、２０１４年１月から

フィリピンのセブ市において、特許を持つ汚泥を脱水処理する装置を導入した汚泥処

理施設の建設と、その運転・維持管理、汚泥管理体制の強化支援を行っています。セ

ブ市は民間業者が各家庭の浄化槽から汲み取った糞尿を処理せず川や海などへ投棄す

ることに悩んでいましたが、アムコンの協力を得て、環境に配慮した都市づくりを目

指しています。２０１４年１１月には、セブ市役所の研修員４名が横浜市を訪問し、

日本の汚泥処理について学びました。 

今後、セブ市が取り組む
べき事柄について討論す
る研修員たち 

日本の汚泥処理について学ぶ！ 

ろ過実験に参加！ 

 ２０１４年８月１２日～２０日まで神奈川県と山梨

県の先生方１０名がタンザニア連合共和国での海外研

修に参加しました。９月に神奈川県教育委員会で行わ

れた報告会では、５名の先生方が、貴重な体験を基に 

                   学校現場で                       

                   生徒たちに 

                   タンザニア 

                   の現実を伝 

                   えていきた 

                   い、と報告 

                   しました。 

                 

 

桐谷教育長を囲む先生方 

 
 
 
 
 
 
 
 

アフリカ・ビジネスセミナー in 横浜 

フィリピン・イロイロ市でのコミュニティ防災事業進行中              

ワークショップの様子 

 横浜市は、台風など様々な自然災害の被害を受けやすいフィリピン国のパナイ

島にあるイロイロ市で、バランガイ（小さな村）というコミュニティの防災能力

強化を図っています。２０１２年７月の開始以降、防災マニュアルの作成、訓練

の実施など多くの成果が上がってきましたが、まだまだ対応すべき課題が多いた

め、今年３月のプロジェクト終了後に、新たなプロジェクトを立ち上げることが

できるよう取り組んでいます。３月に仙台市で開催される国連防災世界会議で、

活動報告を実施する予定です。 

 ２０１４年１２月１７日、ＪＩＣＡ横浜にて「アフリカビジネスセミナー」

（主催：ＪＩＣＡ横浜、横浜市、ジェトロ横浜）を開催しました。これは横浜で

開催されたアフリカ開発会議（ＴＩＣＡＤ）を踏まえたもので、１００名近い企

業からの参加者が集まり、講師の方々の講演に熱心に耳を傾けました。アフリカ

の経済・投資の傾向やアフリカ経済のリスク要因、市場開拓のヒント等について

分かり易く説明し、企業の関心を集めました。 

 ２０１４年１１月６日、１５名のアフリカ研修員

（タンザニア・マラウイ）が港南台第三小学校を訪問

し、４年生５５名を対象に横浜市水道局が行った出前

水道教室に参加しました。「水の大切さ」を市民に紹

介する水道局の活動を研 

修員に体感してもらい、 

交流を通じ、アフリカの 

文化・社会の多様性や水 

道事情を小学生に伝えま 

した。 

教師海外研修～タンザニアでの貴重な体験～ 
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現在開催中～2月15日（日） 
海外移住資料館特別展示  

マンガ！Manga！Manga’－日系人とマンガの世界－ 
 

日本のマンガが外国に渡りどのように変化しているか。
日系人をとおして見たマンガの世界。マンガが広がって
いく中で日系人が果たしてきた役割。いろんな学びがそ
こにあります。本展示では、「日系人とマンガ」をキー
ワードにして、移住先国におけるMangaを紹介します。 

現在開催中～2月15日（日） 
JICA横浜企画展示：よこはま国際フォーラム2015展 
みんなで創る横浜の「国際協力」「多文化共生」 

場所：JICA横浜 1階ギャラリー/2階JICAプラザよこはま 
「よこはま国際フォーラム2015」の連動 
企画として、出展団体である国際協力や 
多文化共生に関するNGO/NPO、国際機 
関、学校等の活動紹介や、フォーラム当 
日（２月７日、８日）の講座紹介を写真 
パネルを使ってご案内します。 
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日本のうま味をブラジルへ！ 
 ブラジルの日系３世、嶋田タイス亜由美さんは、ブラジルで果物や野菜を育 

てており、農産物を活用して体に良い発酵食品を作り出す技術を学ぶため、東 

京農業大学で研修しました。７ヶ月間の研修を終え、１２月に報告会 

を行いました。そこで、醤油の仕込み方を実践しながら日本に昔から伝わる伝 

統的な製法や、うま味成分が生まれるメカニズム及び、成分の分析方法も学び 

ました。そして、半年間かけてじっくりと成熟させた手作りの醤油を完成させ 

ました。 

 

左：仕込んだ醤油を絞り出すところ 
右：完成した醤油の成分分析作業 

横浜ウーマンビジネスフェスタ2014にフィリピン研修員が参加しました 

特別ゲストとして挨拶す
るフィリピン国貿易産業
省次官補（檀上左） 

 ２０１４年１１月に、横浜市の協力を得て開催された「横浜ウーマンビジネスフェス

タ２０１４」にフィリピン国貿易産業省次官補ら１８名が参加しました。横浜市は、女

性の社会進出や、女性起業家を積極的に支援にしており、ＪＩＣＡとも「日アフリカビ

ジネスウーマン交流」事業を実施しています。また、横浜市はフィリピンのセブ市と連

携協定を結んでおり、フェスタでもセブ市をはじめとするフィリピンの女性企業家は、

横浜で活躍する女性の仕事や取み組を聞くことができました。 

              

 ２０１４年１０月１８日～１９日に横浜象の鼻パークで行わ

れた「よこはま国際フェスタ」は、２日とも晴天に恵まれ、４ 

             万６千人もの方が日本と世界のつ 

             ながりを体感しました。民族衣装 

             の試着や、ＪＩＣＡ横浜の研修員 

             たちとの「世界の鬼などで遊ぼう 

             ！」や「ここはどこの国？世界の 

             国当て」ワークショップなどイベ 

             ントが盛りだくさんでした！ 

国際フェスタ in 山梨 よこはま国際フェスタ2014開催！ 

 山梨県では２０１４年１１月１５日～１６日に国際フ 

ェスタ２０１４（山梨県民の日記念行事）が開催されま 

した。アフリカンミュージックや、アンデス伝承音楽な 

どの演奏や歌を聞きながら、ブ 

ラジル、インド、タイ、韓国な 

ど各国の料理も楽しめるなど、 

知らず知らずに世界一周気分を 

体感できました！ 

海上保安庁から海洋環境保全について学びました  
            ２０１４年１０月、海上災害防止センターで行われた研修に、   

           東南アジアをはじめとする１１か国から２０名の保安機関職員が 

           参加し、海上保安庁から海難救助、海上防災、海洋環境保全につ 

           いての知識・技術・取組みを学びました。海上で油流出事故が起 

           きた際、油の拡散を防ぐためのオイルフェンスの設置方法や、油 

           回収、廃棄方法まで、実際に日本で過去に起こった事故の事例な 

           どを交えた講義があり、研修員達は熱心に耳を傾けていました。 

油の変化を観察 
オイルフェンスを設置 
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